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＊掲載希望の人は情報管理課までご連絡ください。
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＜パパ・ママから一言＞　私達はオーストラリアから来
て2年半ここに住んでいます。ハンナは幼稚園や友達と
あそぶのがすき。ジョシュアはお隣とあそぶのがすき。

＜パパ・ママから一言＞　いつもひょうきんなひなたち
ゃん。歌やダンスも上手だね。日向

ひなた
のように、明るくて

あったかい心を持った女の子に育ってね！

舘野
たての

ひなたちゃん
（3歳5カ月）

神足三丁目

Hanna
ハンナ
h Terwe

ターウィ
eちゃん

（5歳）

Joshua
ジョシュア

Terwe
ターウィ

eちゃん
（1歳5カ月）

神足一丁目

●
発
行
長
岡
京
市
役
所
　

@
951-2121(代

)
●
編
集
情
報
管
理
課
〒
617-8501開

田
一
丁
目
1番
1号

@
955-9660

J
955-9703

埴
輪

は
に
わ

は
用
い
て
お
ら
ず
、
埋
葬
は
墳
丘
に
墓
坑

ぼ
こ
う

を
掘
っ

て
、
木
棺
を
埋
め
て
い
ま
す
。
墓
坑
の
中
に
は
、
多
く
の

土
器
と
共
に
玉
類
や
耳
環

じ
か
ん

な
ど
の
装
身
具
や
、
馬
具
、
鉄

鏃
、鉄
刀
な
ど
豊
富
な
副
葬
品
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
墓
坑
が
３
号
墳
で
４

基
、
４
号
墳
で
３
基
と
複
数
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
や
、

一
つ
の
木
棺
に
親
子
三
体
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
も
の
も
見
つ
か
っ
て
い
る
な
ど
、
埋
葬
者
の
数
が
多

い
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
七
基
の
古
墳
が
ほ
と
ん

ど
同
時
期
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

七
ツ
塚
古
墳
群
が
造
ら
れ
た
六
世
紀
前
半
は
、
継
体

け
い
た
い

天

皇
が
樟
葉

く
ず
は

宮（
枚
方
市
）で
即
位
し
た
後
、
筒
城

つ
づ
き

宮（
京
田

辺
市
）を
経
て
乙
訓
に
宮
を
構
え
、
さ
ら
に
大
和

や
ま
と

に
入
る

時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
動
き
と
、
七

ツ
塚
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
ú
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

七
ツ
塚
古
墳
群
は
、
長
法
寺
北
畠
に
所
在
す
る
古
墳
時

代
後
期（
六
世
紀
前
半
）の
古
墳
群
で
す
。

こ
の
古
墳
群
は
、緩
や
か
な
尾
根
状
の
高
ま
り
に
、七
基

が
20
〜
30
r
位
の
間
隔
で
直
線
的
に
並
ん
で
い
る
た
め
、

古
く
か
ら「
七（
ツ
）塚
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

近
年
の
宅
地
開
発
に
よ
っ
て
分
断
・
削
平
さ
れ
、
現
在

は
、
住
宅
の
狭
間
に
数
基
、
ひ
っ
そ
り
と
佇た

た
ずん

で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
古
墳
群
の
実
体
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

古
墳
の
形
は
、
ほ
と
ん
ど
が
方
墳
と
考
え
ら
れ
、
ま
ん

中
の
４
号
墳
の
み
、
前
方
部
の
短
い「
ほ
た
て
貝
」式
と
呼

ば
れ
る
前
方
後
円
墳
で
す
。
大
き
さ
は
、
方
墳
が
一
辺
15

〜
20
r
、
４
号
墳
は
全
長
22
r
位
の
よ
う
で
す
。

▲５号墳から光明寺を望む

▲七ツ塚古墳群の位置


